
日本学術会議 社会学委員会 社会福祉学分科会 
（第２４期・第６回） 

議事要旨 
 

日 時：２０１９年４月２０日（土）１０時００分～１２時３０分 
場 所：法政大学ボアソナードタワー16階 
出席者：岩崎晋也 原田正樹 金子光一 住居広士 野口定久 湯澤直美 和気純子 

 大和三重 保正友子 竹本与志人 白澤政和 岩永理恵 （12 名） 
欠席者：稲月正 須田木綿子 平岡公一 牧里毎治  
記 録：岩永理恵 
 
＜議題＞ 
1. 福祉教育にかかわる今後の検討の方向性について：岩崎晋也 
 これまでの議論の経緯について確認。 
 
2. 学校教育における福祉教育の現状と課題：文部科学省 総合教育政策局 男女共同参画

共生社会学習・安全課 障害者学習支援推進室 高見暁子 
 障害のある児童生徒とない児童生徒の交流及び共同学習の推進について、その事例。 
 人権教育の推進について。『高等学校学習指導要領』（平成 30 年 3月告示）の紹介。 
 誰もが、障害の有無にかかわらず共に学び、生きる共生社会をめざして。秋田県のモ

デル事業。共に学び、生きる共生社会コンファレンス。 
 質疑応答 
 
3. 「総合的な学習の時間」と福祉教育の位置づけ：原田正樹 
 学習指導要領の改訂、中教審答申（1997 年）、『国民の社会福祉に関する活動への参加

の促進を図るための措置に関する基本的な指針』（1993年）、『新しい時代の教育や地方
創生の実現に向けた学校と地域の連携・協働の在り方と今後の推進方策について』（答
申）中央教育審議会、などこの間の経緯について説明。 

 
4. 福祉教育にかかわる今後の検討の方向性について：岩崎晋也 
 教科教育における社会福祉等の位置づけについて説明。 
 
5. 全体議論 
 
6. 今後の分科会について 
 今後の委員任期を踏まえたスケジュールを考える。 



 
 
※次回委員会：未定 
 
 

以上 


